
奈良国立文化財研究所要綱

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

（１）1990年５月19日第66回公開講演会

「弥生時代青銅器の役割」 岩永省三

「奈良時代の鏡一平城京出土の唐式鏡一_ ，

杉山洋

( 2 ) 1990年11月17日第67回公開講演会

「飛鳥地域の調査から」 深津芳樹

「二条大路で見つかった木簡

一長屋王邸のその後一」 舘野和己

特別公開講演会

1990年10月６日

「新たに発見された鄭都の北朝壁画墓」

「最近における中国考古学の発掘成果」

中国社会科学院考古研究所副所長徐

〃
助理研究員朱

光翼

延平

現地説明会

( 1) 1990年６月30日

（兵部省北東隅）

( 2 ) 1 9 9 0年７月３日

（見学会）

平城宮跡第2 1 4 次

渡遥晃広

坂田寺第６次

岩永省三

2 1 9 9 0 年文部省科学研究費補助金による研究

( 3 ) 1 9 90年７月７日藤原宮跡第61次

立木修

( 4 ) 1 9 9 0年８月４日平城宮跡第218次

（薬師寺北面回廊・講堂跡）島田敏男

( 5 ) 1990年９月29日平城宮跡第217次西

（第一次大極殿地区）舘野利己

( 6) 1990年11月10日山田寺跡第８次111岸常人

( 7 ) 1990年11月17日平城宮跡第217次束

（第一次大極殿地区）森本晋

( 8 ) 1 9 9 0年1 2月１日石神遺跡第９次安田龍太郎

( 9 ) 1 9 9 1年２月２日平城宮跡第216次

（壬生門北）寺崎保広

玉田芳英

⑩1 9 9 1年３月２日平城宮跡第2 1 9 . 2 2 1次

（西隆寺）松本修自

小野健吉

( 11）1991年３月16日平城宮跡第220次

（式部省跡）寺崎保広

平城宮跡資料館・遺構展示館

見学者数

区分 資料館 遺構展示館

1990年 6６，８５３ 7６，０８８

累計 1, 100, 165 1, 425, 178

計

142, 941

2, 525, 343

盗料館は1 9 7 0 年度，遺櫛展示館は1 9 6 3 年度以降の累計

種別
研究課題 研究代表者 交付額

総合研究（A ) ｜原始古代の環境復原に関する新方法の開発
佐原真’ 2 , 0 0 0 千円

総合研究（B ) ｜発掘調査における新システムの開発に関する研究
鈴木嘉吉’ 2 , 1 0 0

股研究（A ) ｜データベースの開発による近世社寺建築研究の総括
松本修自’ 1 , 9 0 0

〃

寝殿造の総合的研究
宮本長二郎’ 1 5 . 0 0 0

股研究（B ) ｜石器製作経過復原と製作追試実験研究
松沢亜生’ ８，O O C

股研究（c ) ｜平城宮・京出土須恵器の分類と産地同定
巽淳一郎 ’ ７００

〃

石像文化財における経年変化の定量的解析に関する研究
内田昭人 ’ ５００

〃

佐原真2 , 0 0 0 千円

鈴木嘉吉2 , 1 0 O

松本修自1 , 9 0 0

宮本長二郎1 5 , 0 0 Ｏ

松沢亜生８，０００

巽淳一郎７０O

内田昭人５００

山中敏史1 , 3 0 0古代地方官術における曹司の研究一国術･ 群荷を中心として－｜山中敏史’ 1 , 3 0 0

－７６－



奨励研究（A ) ｜木簡による年代の決定に関する研沸
寺崎保広 ’ ８００

〃

近畿地方における細文時代遺跡の比較研究
玉田芳英ｌ８０Ｃ

〃

群倉における民族考古学一東アジアにおける系譜と意味一 浅川滋男 ’ ９００

〃

コンピュータグラフイクスにおける古庭園の復原的研究
本中真’ 1 , 2 0 0

試験研究（B ) ｜地名データベースの作成と利用法の確立
木全敬蔵 ’ ７００

ｺ ﾝピｭ ｰ ﾀグラフイクスによる埋蔵文化財情報の管理ｼ ｽ ﾃ ﾑの開発｜工楽善通’ 5 . 2 0 0

〃

奨励研究（A ）木簡による年代の決定に関する研究寺崎保広８０Ｏ

近畿地方における細文時代遺跡の比較研究玉田芳英８００

〃

群倉における民族考古学一東アジアにおける系譜と意味一浅ｊｌｌ滋男9 0 0

〃

コンピュータグラフイクスにおける古庭園の復原的WI 究本中真1 , 2 0 0

〃

試験研究（B ）地名データベースの作成とﾘ 用法の確立木全敬蔵７００

〃コンピュータグラフイクスによる埋蔵文化財情報の管理システムの開発工楽善通5 , 2 0 0

航空写真情報データベース櫛築におけるデータ入力法の開発研究伊東太作1 , 2 0 0

〃〃

航空写真情報デー ﾀ べー ｽ 櫛築におけるヂー ﾀ 入力法の開発研究｜伊東太作’ 1 . 2 0 0

計

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室

春期特別展示「レンズを通した飛鳥」

1990. 4. 4～5. 2754日間

秋期特別展示「日本書紀を掘る- ,

1990. 10. 3～11. 2352日間

特別陳列「山田寺出土遺物陳列」

1 9 9 1 . 1 . 1 5～2 . 1 1 2 5日間

１５件

特別講演会

1990年10月13日

「日本書紀を掘る」 猪熊兼勝

1990年１０月17日

「日本書紀における蘇我氏の立場｣ 平野邦雄

1 9 9 1年２月５日

「山田寺の調査と出土遺物」 大脇潔

山岸常人

普及

インフイメーションルームにおいて観覧者の質

問に応じている。

また，特別展示の刊行物として「復原の飛鳥」

( 絵葉書８枚）及び「日本書紀を掘る」（Ａ４版７０

頁）を刊行した。

入館者数( 1990 . 4 . 1～1991 . 3 . 31開館日数314日）

－７７

区分 個人観覧 団体観覧

一般 42､042 10, 002

高・大生 9, 330 16, 936

小･中生 10, 948 45, 138

計 62, 320 72, 076

陳列品購入

1 1 1田寺仏頭（複製品）

42, 300

府料 撫料 合計

134. 396
12, 976 147, 372

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することを目的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担

当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（保存科学基礎課程）

1990年４月17日～４月27日（参加者18名）

( 2 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（保存科学応用課程）

1 9 9 0 年５月８日～５月2 2日（参加者５名）

( 3 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡探査課程）

1 9 9 0年５月29日～６月８日（参加者11名）

( 4 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（中近11 t 窯器調査課程）

1 9 9 0年６月15日～６月26日（参加者32名）

( 5 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（文化財写真課程）

1 9 9 0 年７月３日～７月1 8日（参加者2 0名）



( 6 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

（一般課程）

1990年７月24日～８月29日（参加者32名）

( 7 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡測量課程）

1990年９月５日～10月４日（参加者14名）

( 8 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（環境考古課程）

1990年１０月11日～10月31日（参加者29名）

( 9 ) 平成２年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（埋蔵文化財基礎課程）

1990年１１月６日～11月14日（参加者40名）

⑩平成２年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（水田遺跡調査課程）

1990年11月20日～１１月30日（参加者36名）

( １１）平成２年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（石器調査課程）

1990年12月６日～12月18日（参加者20名）

⑫平成２年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（写真測歎外注管理課程）

1991年１月22日～１月25日（参加者42名）

氏名

伊藤幸司

梅村聖一

古深良

斎藤直樹

パメラ・バンデ
■

イバー

ワニ･ －．ラハル

ディ・ワヒデイ

徐光英

朱延平

朴仁俊

安乗燦

趨由典

申昌秀

トム・チェイス

金弘柱

金東賢

リチャード.

ニューマン

ジョン・マイケル.

ピーター・マローーニー

季相沫

Ｂ､ Ｋ･ シャラン

R －Ｄ

トリヴェデイ

研修貝一覧表

所属
受入れ期間受入れ期Ⅲ 受入れ部局 研究・研修内容

側) 大阪市文化財協会調充課
1990. 4. 1～1991. 3. 31 埋蔵文化財センター 保存科学研修

東北歴史資料館技師

1990. 5. 23～1990. 7. 6

1990. 10. 8～1990. 10. 31

同上 同上

三砿県埋蔵文化財センター調盃第１

課主事

1990. 7. 1～1990. 9. 30 平城宮跡発掘調森部
発掘調交研修

三並県埋蔵文化財センター潤盗第２

諜主邪

同上 藤原富跡発掘調在部 同上

アメリカ・スミソニアン研究機柵保

存科学研究貝

1990. 6. 27～1990. 7. 19 埋蔵文化財センター
純文土器研究

国立インドネシア大学文学部講師
1990. 9. 17～1990. 10. 31 同上 考古学研究

中国社会科学院考古研究所副所長
1990. 9. 25～1990. 10. Ｍ 同上

同上

中国社会科学院考古研究所助理研究

貝

同上 側上 同上

韓刷国立中央博物館保存科学研究室

学芸研究士

1990. 11. 20～1990. 12. 25 同上 保存科学研究

韓国国立中央博物館学芸研究士
1990. 11. 26～1990. 12. 5 同上 同上

稗同国立文化財研究所逝跡研究調在

室長

1990. 12. 3～1990. 12. 12 同上
同上

韓国座州文化財研究所学芸研究官
同上 同上 同上

アメリカ・フリヤーギラリー美術館

保存科学研究室長

1991. 1. 12～1991. 1. 18 I u l 上 同上

韓国回立消州博物館学芸研究室長
1991. 1. 21～1991. 1. 30 同上 同上

韓国圃立文化財･ 研究所保存科学研究

室長

1991. 2. 4～1991. 2. 10 、上 同上

アメリカ・ボストン美術館研究貝
1991 . 2 . 15～1991 . 4 . 14 同上 同上

イギリス・ロンドン博物館長
1991. 2. 17～1991. 3. 7 同 上 都市遺跡の保存活用の研究

韓国同立中央博物館保存科学実験室

長

1991. 2. 18～1991. 2. 27 同上 保存科学研究

インド考古局パトナ地方支局長
1991. 2. 18～1991. 3. 14 同上 仏教遺跡研究

インド考古局副所長
I 1 i l 上 何上 側上

－７８－



ピーター

ブリード

ネブラスカ大学人類学部放授 1991. 2. 25～1991. 3. 16 I ｌｉｌ上 保存科学研究

張慶浩 韓同同立文化財研究所長 １９９１．３．５～199】､３．１２ 建造物研究室 巡築史研究

チェプナット・

プラサッエット

タイ・シルパコーン大学孝古学部術

師

1991. 3. 5～1991. 3. 21 埋蔵文化財センター 保存科学研究

セセプ・エカ。

パルマナ

国立インドネシア大学文学部助手 1991. 3. 9～1991. 3. 22 | ‘ i ｌ上 Ｍ上

ファドジャー・イ

ブス・ツファイル

同立インドネシア科学研究所助手 1991 . 3 . 9～１９９１．３．２２ 皿蔵文化財センター 保存科学研究

レポーッカヤ.

ガリーナ

ソ連科学アカデミーシベリヤ支部歴

史・言語・哲学研究所研究貝

199] ､ 2. 28～1991. 4. 10 同上 同上

ショマコノ『。

エレーナ

同上 I ‘ i ’ ’ 二 同上 同上

金凸俊 韓国文化財符理局寓刷符理課係長 1991 . 3 . 18～１９９１．３．２７ 同上 建築史学及び保存科学研究

文換世

韓同文化財研究所保ｲ F 科･ 学研究篭研

究貝

1９９１．３．１８－１９９１．３．２７ I ＩｉＩ上 ' ' １上

李鈍五 弾国湖厳美術館副館健 1991 . 3 . 26～1９９１．３．３０ I I i I 上 考占学及び保存科学研究

李午悪 韓国湖厳推術館保存科学研究室腿 Ｍ上

発掘調査・保存・整備・探査等指導

（北海道）開陽丸，手宮洞窟，（岩手県）膿岡城

跡，湯舟沢Ⅱ遺跡，志波城跡，毛越寺庭馴，国見

山廃寺跡，（宮城県）多資城跡，Ｒの川山瓦窯跡

群，（秋田県）秋田城，大湯環状列石，払田棚跡，

( 山形県）西沼田遺跡，（福島県）慧日寺跡，薬師

堂石仏，大戸古窯跡群，根岸遺跡，（茨城県）三

村１１１清冷院極楽寺跡及び尼寺入廃寺跡，（栃木県）

足利学校跡，（群馬県）栗崎八幡遺跡，宇通遺跡，

( 東京都）i Wl l 台場（第３及び第６台場) ，（神奈

川県）三殿台考古館住居跡，旧太田家住宅，（窟

山県）小杉丸山遺跡，（石川県）能登国分寺，須

杵蝦夷穴古墳，マンダラ古城，（福井県）養浩館

( 旧御泉水嵯敷）庭剛，行峠古墳，（擾野県）笠輪

遺跡，松原世跡・川田条里遺跡，上田城跡，真田

氏館跡，（岐阜県）美濃須衛古窯跡群内天狗谷古

窯，加納城跡，垣内遺跡，塚原遺跡，元陰敷陶器

窯跡，長塚古墳・商塚1 1 1 古戦，（静岡県）枇須災

城跡，滝峯才四郎谷遺跡，片1 1 1 廃寺，久野城跡，

( 愛知県）赤塚山古墳，東畑廃寺跡，青塚古墳，

( 三重県）伊災国府推定地，重要文化財木造十一

而観音立像，純生廃寺跡，北畠氏館吐庭剛，鈴鹿

関所，（滋登県）宮' ' ' 二号墳，木村古墳群，寂照

寺宝俵印塔，剛城寺善法院庭剛，両羅１号戦・衣

川廃寺跡・穴太廃寺跡・国分大塚古墳，安土城跡，

粟津湖底遺跡貝塚，（京都府）鹿苑寺庭剛，遠所

鵬

| " １上 同上

巡跡群，京都大学北部椛内遺跡，1 1 1 形古墳，黒田

古城，恭仁京跡，八木鵬遺跡，興戸遺跡，火覚寺

大沢池，平等院庭園，姪子山・作1 1 1 古戦，賀茂御

祖神社，（大阪府）難波宮跡，糸ヶ塚古墳，池上

鞠根遺跡，新池耽輪製作遺跡，御獅子塚･ 占噛，狭

1 1 1 ダム景観，（兵庫県）神子ヶ谷古墳群，篠l i I 城

跡，鵬庄荘剛遺跡，大淵遺跡，姫路城，大部荘荘

|刺，ｉ) l i 安田憧野遺跡，カメ焼谷古墳群，小山古墳，

播磨国分寺跡，美乃利逝跡，宅原遺跡，砂入遺

跡・袴狭遺跡，落池逝跡，中道子1 1 1 城跡，小犬丸

遺跡，（和歌1 1 1 県）須恵器窯跡，（脇取県）伯脊国

庁跡，羽衣石城，鳥取城跡，馬場遺跡，梶' 1 1 古墳，

上淀廃寺跡，（島根県）澗造五百羅漢座像群，花

仙1 1 1 周辺地域出土旧石器，（岡1 1 1 県）備中高松城，

備中松1 1 1 城跡，美作国府跡，（広島県）三ツ城古

城，広島城跡，中世城館跡，草戸千粁町巡跡，沼

田市遺跡，（1 1 1 口県）萩城跡，周防国府跡，大内

氏辿跡，長登鋼1 1 1 跡，朝田墳墓群，綾雑木郷遺跡，

三田肱塩田記念公圃釜，（香川県）弘福寺領讃岐

国' 1 1 m郡田図，右岡古城群（王墓' 1 1 古噛) ，讃岐

国分寺跡，‐ ' －－而観音立像，川上・丸井古墳，

( 愛媛県）来往廃寺，江口遺跡，（福岡県）王塚古

城，鴻鵬館跡，板付世跡，（佐撹県）吉野ヶ里遺

跡，続盤屋城跡・陣跡，肥前国府跡，馬郡・竹原

遺跡群，基離城跡，大黒町遺跡，築山経塚，（長

崎県）畑ノ原窯跡，壱岐国分寺跡，（熊本県）清



水原遺跡，（大分県）普光寺磨崖仏，免ケ平古墳，

大分元町石仏，庄ノ原遺跡，（宮崎県）垣下遺跡，

東二原地下式横穴群，蓮ケ池横穴群，国街・郡

術・古寺跡，下村窯跡，陣内遺跡，（沖縄県）平

屋敷古島遺跡，首里城跡，湧田古窯跡，糸数城跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第6 9号開発事業別発掘届出等件数- 1 0年間の推

移1978年と1988年

第7 0 号漆製品出土遺跡分布図一西日本編一

第7 1 号遺跡探査法

５その他

委員会等

第1 6 回飛鳥資料館運営協議会

1 9 9 0 年５月1 4 日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 9 0 年６月１５．１６日於平城宮跡資料館講堂

外国出張

工楽善通，沢田正昭，伊東太作日韓における考

古遺物の材質的検討と保存法の開発研究のため，

大韓民国へ出張

1990年６月５日～1990年６月14日

村上隆大英博物館国際会議並びに金属文化財

の保存と材質に関する研究調査のため，連合王

国，ベルギー国へ出張

1990年６月１３日～1990年６月24日

沢田正昭，肥塚隆保シベリア・パジリク王墓の

発掘調査及び発達調査に伴う出土品の保存技術

協力のため，ソビエト共和国へ出張

1990年７月27日～1990年８月14日

山本忠尚シベリア・パジリク王墓の発掘調査の

ため，ソビエト共和国へ出張

1990年７月27日～1990年８月１７日

伊東太作中国遼寧省凌源三官旬子「城子山」遺

跡測量調査のため，中華人民共和国へ出張

1990年10月10日～1990年10月31日

光谷拓実年輪形成にかかわる各種環境要因の抽

出方法と古気象の復原方法に関する研究のため，

ドイツ国へ出張

1990年11月１日～1991年８月31日

肥塚隆保，村上隆日韓における考古遺物の材

質的検討と保存法の開発研究のため，大韓民国

へ出張

1990年12月５日～1990年12月12日

町田章居延漢簡の実態調査のため，中華民国

へ出張

1990年12月23日～1990年12月29日

田中琢日本・インドネシアにおける民族文化

の伝統と変容一口頭伝承の構造と機能一の研究

のため，インドネシア国へ出張

1991年１月17日～1991年１月28日

山本忠尚インド仏教遺跡の保存整備に関する基

礎的調査研究のため，インド国へ出張

1991年１月22日～1991年２月４日

高瀬要一，上原真人インド仏教遺跡の保存整備

に関する基礎的調査研究のため，インド国へ出

張

1991年１月22日～1991年２月６日

町田章明石市主催「中国江蘇省南京博物院・

無錫市博物館名宝展」にかかる展示物の選定の

ため，中華人民共和国へ出張

1 9 9 1年２月１日～199 1年２月７日

肥塚隆保，岩永省三東アジア地域の古文化財

（青銅器及び土器・陶磁器）の保存科学的研究

の調査のため，アメリカ合衆国へ出張

1991年２月１１日～1991年２月22日

工楽善通，沢田正昭日韓における考古遺物の材

質的検討と保存法の開発研究のため，大韓民国

へ出張

1991年２月27日～1991年３月８日

上野邦一アンコール遺跡の保存修復に関する科

学的・技術的調査及び研究のため，カンボジア

国へ出張

1 9 9 1年３月９日～199 1年３月30日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており，1 9 7 2年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が，1 9 9 0 年度の状況は下記のとおりである。

区分 而積 金額

1990年度 ４，５９４．３８ 321, 303, 172

国有地合計 3３０，９１５．８９ 6, 832, 821, 383

－８０－



1 9 6 3 1 第３冊仁和寺史料寺誌編］

１９６３第１６冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内裏地

域の調査

１９６５第1 7 冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官衝地

域の調査

第1 8 冊小堀遠州の作事

１９６７第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家

１９６９第2 0 冊名物裂の成立

1 9 7 1 第2 1 冊研究論集1

1 9 7 3 第2 2 冊研究論集Ⅱ

1 9 7 4 節2 3 冊平城篇発掘調査報告Ⅵ平城京

左京一条三坊の調査

第2 4 冊高1 1 1 - 町並調査報告-

1 9 7 5 第2 5 冊平城京左京三条二坊

第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ

第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告’

第2 8 冊研究論集Ⅲ

第2 9 冊木曽奈良井一町並調査報告-

1 9 7 6 第3 0 冊五条一町並調査の記録-

1 9 7 7 第3 1 冊飛鳥・藤原富発掘調査報告Ⅱ

第3 2 冊研究論集Ⅳ

第3 3 冊イタリア中部の一山岳集落にお

ける民家調査報告

第3 4 冊平城宮発掘調益報告Ⅸ

1 9 7 8 第3 5 冊研究論集Ｖ

第3 6 冊平城宮整備調査報告１

１９７９第3 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調交報告Ⅲ

第3 8 冊研究論集Ⅵ

1 9 8 0 第3 9 冊平城宮発掘調査報告Ｘ

１９８１第4 0 冊平城宮発掘調査報告ＸＩ

１９８４第4 1 冊研究論集Ⅶ

第4 2 冊平城宮発掘調査報告ＸＩＩ

第4 3 冊Ｆ１本における近世民家（農家）

の系統的発展

１９８５第4 4 冊平城京左京三条二坊六坪発掘調

査報告

1 9 8 6 第4 5 冊薬師寺発掘調査報告

1 9 8 8 第4 6 冊平城京右京八条一坊十三・十四

坪発掘調査報告書

1 9 8 8 第4 7 冊研究論集Ⅷ

Ⅱ図書及び資料

図書123 , 1 3 8冊 ( 1991. 3. 31）

1 9 6 4 第４冊俊乗坊重源史料･ 集成

写真434 , 0 0 7点（1990年度末）

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 9 0 年度刊行物

1 9 6 6 1 第５冊平城宮木簡１図版

２前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

第1 5 冊平城宮発掘調査報告Ⅱ官術地

年度

1 9 5 4 1 第１冊仏師運慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

1 9 5 5 1 第３冊文化史論叢

1 9 5 6 1 第４冊奈良時代僧房の研究

1 9 5 7 1 第５冊飛鳥寺発掘調査報告

1 9 5 8 1 第６冊中世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調盗報告

1 9 5 9 1 第８冊文化史論叢Ⅱ

第９冊川原寺発掘調査報告

1 9 6 0 1 第1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋窟

跡発掘調査報告

奈良国立文化財研究所史料
1 9 6 1 第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研

第２冊修学院離宮の復原的研究

究一

1 9 5 4 1 第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製）1 9 6 2 1 第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

1 9 5 5 1 第２冊西大寺叡尊伝記集成第1 3 冊寝殿造系庭園の立地的考察

第６冊中世庭園文化史

第1 4 冊唐招提寺蔵「レースＩと「金施

第７冊・興福寺食堂発掘調査報告

舎利塔Ｉに関する研究

第８冊文化史論叢Ⅱ

第９冊川原寺発掘調査報告

1 9 6 7 1 第６冊仁和寺史料・寺誌編２域の調査

－８１

究一

年度

１９５４

１９５５

１９５６

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

第１冊仏師運慶の研究

第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

第３冊文化史論叢

第４冊奈良時代僧房の研究

第５冊飛鳥寺発掘調査報告

第1 4 冊唐招提寺蔵「レース」と「金施

舎利塔」に関する研究

第1 5 冊平城宮発掘調査報告Ⅱ官術地

第1 3 冊寝殿造系庭園の立地的考察

仁和寺史料・寺誌編２

西大寺叡尊伝記集成

仁和寺史料寺誌編］

俊乗坊重源史料集成

平城宮木簡１図版

第1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮

跡発掘調査報告

第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研

域の調査

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

３

４

５

６

第

第

第

第

第

第

南無阿弥陀仏作善集（複製）1954

1955

1963

1964

1966

1 9 6 7

年度 名称

名称

名称

学報第4 8 冊年輪に歴史を読む一日本に

おける古年輪学の成立一

第4 9 冊研究論集Ⅸ

第5 0 冊平城宮発掘調査報告] I 皿

図録第 2 3 冊日本書紀を掘る

報告書等1 9 9 0 年度平城宮跡発掘調査部発掘調

査概報

飛鳥・藤原宮発掘調査概報2 １

平城宮発掘調査出土木簡概報２２

平城宮発掘調査出土木簡概報2 ３

区分

1990年度

累計

種別

和漢書：

洋書

和漢書

洋書

購入

2, 761

3 1 8

4９，１０４

５，８００

寄贈

５，５９３

9２

6６，８２６

1, 408

計

８，３５４

4 1 0

115, 930

７，２０８



1 9 6 9 第５冊平城宮木簡ｌ解説（別冊）

1 9 7 0 第７冊唐招提寺史料1

1 9 7 4 第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊日本美術院彫刻等修理記録1

1 9 7 5 第1 0 冊日本美術院彫刻等修理記録I I

1 9 7 6 第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

1 9 7 7 第1 2 冊藤原宮木簡１側版・解説

第1 3 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

1 9 7 8 第1 4 冊日本美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊東大寺文書目録第１巻

1 9 7 9 第1 6 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 7 冊平城宮木簡３図版・解説

第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説

第1 9 冊東大寺文書目録第２巻

1 9 8 0 第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊東大寺文書目録第３巻

1 9 8 1 第2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊東大寺文書目録第４巻

1 9 8 2 第2 4 冊東大寺文書目録第５巻

第2 5 冊平城富出土墨書土器集成1

1 9 8 3 第2 6 冊東大寺文書目録第６巻

1 9 8 4 第2 7 冊木器集成図録一近畿古代編-

1 9 8 5 第2 8 冊平城宮木簡４図版・解説

第2 9 冊興福寺典籍文書目録第１巻

1 9 8 8 第3 0 冊山内清男考古資料１冥福寺貝

塚資料他

第3 1 冊平城宮出土墨書土器集成Ⅱ

1 9 8 9 第3 2 冊1 1 1 内情男考古費料２

奈良国立文化財研究所基準資料

年度

1 9 7 3

1974

1975

1976

1978

1979

1980

198３

名称

第１冊瓦編１解説

第２冊瓦編２解説

第３冊瓦編３

第４冊瓦編４

第５冊瓦編５

第６冊瓦編６

第７冊瓦編７

第８冊瓦編８

第９冊瓦編９

飛鳥資料館図録

年度 名称

1 9 7 6 第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

銘文篇

１９７６第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

第２冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

１９７７第３冊日本古代の墓誌

１９７８第４冊日本古代の墓誌銘文篇

第５冊古代の誕生仏

第２冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文篇

1 9 7 7 1 第３冊日本古代の墓誌

1 9 7 8 1 第４冊日本古代の墓誌銘文篇

策５冊古代の誕生仏

１９７９１第６冊

1980

1981

1982

1983

第７冊

第８冊

第９冊

第10冊

第11冊

第12冊

19841第13冊

1 9 8 5第1 4冊

第15冊

1 9 8 6第1 6冊

1 9 8 7第1 7冊

第18冊

1 9 8 8第1 9冊

第20冊

1 9 8 9第2 1冊

第22冊

Ⅳ定員

飛鳥時代の古墳一高松塚とその

周辺一

日本古代の鴎尾

山田寺展

高松塚拾年

渡来人の寺一桧隈寺と坂田寺一

飛鳥の水時計

小建築の世界一埴輪から瓦塔ま

で－

藤原宮一半世紀にわたる調査と

研究一

日本と韓国の塑像

飛鳥寺

飛鳥の石造物

蔑葉乃衣食住

壬申の乱

古墳を科学する

聖徳太子の世界

仏舎利埋納

法隆寺金堂壁両飛天

区分 指定職

行】改

]賊(＝）

行i 攻

NWM二）

研究職 計

1990年度
2２ ３ 6０ 8６

1991年度 2２ 6１ 8６

Ｖ予算（1 9 9 0 年度）

－８２－

人件費

逆営饗

事業管理

一般会計

特別研究

発掘訓査

宮跡整備管理

飛鳥資料館運営

埋蔵文化財センター運営

新庁舎維持管理等経費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

施設新営に伴う経費

施設我

施設整備費

平城宮跡等整備費

各所修繕識

計

615, 427千円

893, 167

7, 740

５７，０８６

４０，２５７

４９１，０３８

６７，１５１

４７，７００

４８，２０９

27, 643

106, 343

３５７，６８１

18, 840

324, 553

１４，２８８

１，８６６，２７５



Ⅶ

４月１日

平城宮跡朱雀門基垣復原平成２年度工事8 4 , 7 6 9

平城宮跡内裏地区苑路舗装等工事1 0 , 7 1 2

平城宮跡外灯・動力設備取設工事1 4 , 2 1 4

( 2 ) 官庁営繕我

奈文研大型遺物処理棟建築工事（平成２年度分）

18, 54O

飛鳥資料館身障整備工事 1 1 , 3 3 0

( 3 ) その他（各所修繕・庁饗）

本庁舎吸収式冷温水ユニット設備整備工事2 , 0 3 9

研修寄宿棟管理人室等改修工事9 , 3 1 6

飛烏藤原宮跡発掘訓禿部保存科学実験室取設工事

１１，１０３

47, 890㎡

8, 860㎡

20, 515㎡

17, 092㎡

８０㎡

1, 343㎡

1, 417, 996㎡

1, 082, 254㎡

330, 701㎡

5, 041㎡

建物

１．庁舎

28, 352㎡

27. 761㎡

人事移動（1990 . 4 . 1～] 9 9 1 . 3 . 3 1）

奈良国立文化財研究所長（再任）

鈴木嘉吉

庶務部長に配侭換小菅康男

庶務部会計課長に昇任松岡進

庶務部会計課課長補佐に昇任

小野祐治

庶務部会計課専門職員（施設係長）に

昇任阪本勇

飛烏藤原宮跡発掘調査部考古第二調禿

室長に外任大脇潔

歴史研究室長に配置換綾村宏

平城宮跡発掘調査部考古第二調査室に

配置換杉 1 1 1 洋

飛鳥盗料館主任研究官に配置換

千田剛道

平城宮跡発掘調査部主任研究宮に転任

l I I l l I奇信二

文部技官（平城宮跡発掘調交部主任研

究官）に採用舘野和己

研究補佐貝（飛鳥藤原宮跡発掘訓査

部）に採用相原嘉之

研究補佐貝（飛鳥藤原宮跡発掘調査

部）に採用佐伯博光

京都大学化学研究所事務部長に転任

贋瀬了平

愛知教育大学経理部主計課長に転任

小川照夫

京都大学大型計算機センター事務便補

佐に転任川合教博

大阪大学医学部付屈病院管理課施設掛

Ⅵ施設

土地

奈良国立文化財研究所所管

本庁舎

飛烏藤原宮跡発掘調査部

飛鳥盗料館

郡111宿舎ロ

飛鳥資料館宿舎

文化庁所管（関係分）

平城宮跡地区

藤原宮跡地区

飛鳥稲淵宮殿跡地区

2 ．宿舎等

重要文化財旧米谷家住宅

郡山宿舎( 一) ，ロ

飛鳥盗料館宿舎

591㎡

213㎡

153㎡

225㎡

主要工事

( 1 ) 平城宮跡地等整備饗

平城宮跡整備棟周辺外誰整備工事

平城宮跡宮内省西南殿復原その２工事

平城宮跡旧整備棟他とりこわし工事

平城宮跡宮内省南殿第一殿屋根茸替工事

平城宮跡第２次朝堂院整備工事

平城宮跡内裏井戸跡原寸模型補修工率

千円
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長に転任井元正澄

文化庁文化財保護部記念物課文化財調

査官に転任井上和人

東京学芸大学（第三部）教授に転任

木下正史

５月１日平城宮跡発掘訓恋部考古第三調盃室長

に昇任山崎信二

平城宮跡発掘調査部考古第二調査室長

に配置換毛利光俊彦

文化庁文化財保護部美術工芸課主任文

化財調査官に転任田辺征夫

７月１日平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

佐川正敏

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

本中真

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

寺崎保広

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任深瀧芳樹

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任橋本義則

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任松井章

事務補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査

部）に採用直嶋佐和子

1 0 月１日飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

配置換肥塚隆保

辞職南時夫

1 0 月 1 7 日辞職山下洋子

１１月１日庶務部庶務課に転任桑原隆佳

奈良工業高等専門学校会計課に転任

石田義則

辞職西 | 嶋富美

１月１日埋蔵文化財センター研究指導部遺物処

理研究室に配憧換村上隆

平城宮跡発掘訓在部考古第一訓査室に

併任（文化庁建造物課）中村慎一

１月１０日事務補佐員（庶務部会計課）に採用

永井和代

１月 1 5 日辞職橋元敬子

３月 3 1 日辞職森田光治

Ⅷ組織規程

文部省組織令〈抜粋〉

昭和5 9 年６月2 8 日政令第2 2 7 号

第２章文化庁

第３節施設等機関

（施設等機関）

第1 0 8 条文化庁長官の所轄の下に，文化庁に国

立国語研究所を置く。

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

等機関を撞く。

（中略）

国立文化財研究所

（国立文化財研究所）

第1 1 4 条国立文化財研究所は，文化財に関する

調査研究，資料の作成及びその公表を行う機関

とする。

２国立文化財研究所には，支所を置くことがで

きる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称，位置

及び内部組織は、文部省令で定める。

文部省設置法施行規則〈抜粋〉

昭和2 8 年１月1 3 日文部省令第２号

第５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第１款名称及び位置

（名称及び位置）

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の名称及び位置

は，次の表に掲げるとおりとする。

名称 位置

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を縦く。

２所長は，所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発捌

調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛鳥盗料館及び埋蔵文化財センターを

世く。

－８４－



（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を瞳く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理することｏ

二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ

と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所紫に係る巡椛及び遺物の保

全のための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所拳に属

しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する郡務を処理すること。

二経饗及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を

処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

第1 2 6 条削除

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い，並び

にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては，考古及び史跡並びに

歴史資料に関する訓査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調在部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査

室，考古第二調査室，考古第三調在室，巡椛調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を慨く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

項から第６項までに定める郡務を処理するほか，

その発掘を行う。

３考古第一調在室，考古第二調在室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く。）の保存整理及

び調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

－８５

４遺構調査室においては，遺構の保存整理及び

訓在研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修餓調査室においては，遺構の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料訓在室においては，木簡の保存整理及び

洲盗研究，史料の収集及び調在研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発捌訓査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一

調在室，考古第二調在室，遺椛調査室及び史料

調査室を撒く。

２前項の各叢においては，藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第５項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古第一調在室及び考古第二調査室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く。）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺櫛調査室においては，遺椛の保存整理及び

調在研究，世椛の計測及び修餓並びにこれらに

関する訓炎研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料訓査室においては，木簡の保存整理及び

訓在研究，史料の収集及び調在研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥盗料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため，この地域に関する考古資料，膝史盗料

その他の盗料を収集し，保管して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに関連する調査研究及び

事業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛脇盗料館に，館長を侭〈。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

策1 3 2 条飛鳥盗料館に，庶務室及び学芸室を置

く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古盗料，歴史資料，建



造物，絵画，彫刻，典籍，古文書その他の資

料の収集，保管，展示，模写，模造，写真の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図書，写真その他の資料

の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研

究を行うこと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及

び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収集，

整理，保管及び調査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の機関及び団体等

の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を撞く。

２前項の長は，埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報資料室を置く。

（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの

庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落

遺跡研究室，発掘技術研究室，遺物処理研究室，

測蛍研究室及び保存工学研究室を置く。

２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号

から第３号までに掲げる事務（他の室の所掌に

属するものを除く。）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遺跡に関し，

－８６

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務

（発掘技術研究室，遺物処理研究室，測量研究

室及び保存工学研究室の所掌に属するものを除

く｡ ）をつかさどる。

４発掘技術研究室においては，遺跡の発掘技術

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る事務をつかさどる。

５遺物処理研究室においては，遺物の処理に関

し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事

務をつかさどる。

６測量研究室においては，埋蔵文化財の測量に

関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる

郡務をつかさどる。

７保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る事務をつかさどる。

（情報資料室の事務）

第1 3 8 条情報資料室においては，第1 3 3 条第４号

に掲げる事務をつかさどる。

（客員研究員）

第1 3 9 条奈良国立文化財研究所に客員研究員を

侭くことができる。

２客員研究員は，所長の命を受け，奈良国立文

化財研究所において行う調査研究に参画する。

３客員研究員は，非常勤とする。

改正昭和4 3 年６月1 5 日

昭和4 5年４月1 7日

昭和4 8年４月1 2日

昭和4 9年４月1 1日

昭和5 0 年４月２日

昭和5 1年５月1 0日

昭和5 2年４月1 8日

昭和5 3 年４月５日

昭和5 3 年９月９日

昭和5 5 年４月５日

昭和5 5年６月2 5日

昭和5 8年1 0 月１日

昭和5 9年６月3 0日

昭和6 3 年４月８日

文部省令第2 0 号

文部省令第1 1 号

文部省令第６号

文部省令第1 0 号

文部省令第1 3 号

文部省令第1 6 号

文部省令第1 0 号

文部省令第1 9 号

文部省令第3 3 号

文部省令第1 4 号

文部省令第2 3 号

文部省令第2 5 号

文部省令第3 7 号

文部省令第１２号
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職員（1 9 9 1年７月1 1 1現在）
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綱

在

室

考

古

第

二

調

在

室

考

古

蛾

牢

三

洲

炎

室

遺

柵

調

充

杢

｛

圭

催

罫

罫

| 町、章

金子裕之

小池伸彦

森本晋

中村慎一

毛利光俊彦’

玉川芳英

|#山灘-:’

1 1 1 崎儒二

小瀧殿

岸本旋文

佐川正敏

;縦勇｜

烏、敏男

松本修自

商瀬要一･｜

蝋雛賞’

町田素｜

森公荒

渡遥兇宏

駕:場｜

巽涼一郎

松本修自

舘野和己

本中ｊｈ５

寺崎保広Ｉ

佐川正敏：

杉山祥；

西田健三 i

Wm総'１

撰腫蓋ｉ

牛川響幸：

戦崎ｌｆｆ：

化谷浩：

麓鯉'；

大脇潔|冒

邸Ｉ寿生富

Ⅲ塚隆保昌

片水行宣冒

文部技官部畳

文部技官室長

| 文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

|劉i麓

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部聯務官

文部事務官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技篇

文部技官

室 畏

（併任）

（併任）

室艮｜

( 併任）

室長

鰹｜

（併任）

室及( 小務取扱）

撫篇｜

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官Ｉ

主任研究官 ’

主任研究官|：

蛎務総括( 兼任）；

（兼任）；

専門貝：

専門職貝：

専門職１１４

部腿｜

室腿［

（併任）畠

（併任）』

篭長夕

（併任）ラ

』|＃鶏［

古

古

古

古

古

古

古

占

古

古

古

古

築

築

築

築

圃

剛

剛

史

史

史

史

古

築

史

剛

史

古

古

務

備

典

典

災

古

古

古

真

古

古

古

古

庭

庭

庭

庭

跡

跡

跡

跡

考

考

考

考

考

考

考

考

考

考

考

考

建

建

建

建

遺

遺

遺

雁

歴

歴

膝

考

建

歴

遺

歴

考

考

事

驚

写

写

写

考

拶

考

写

琴

巷

砦

拶

所属

■’

庶

務

庶

課

務

部

庶

務

課

会

計

,郷

建

造

物

研

究

室

歴

史

研

究

室

氏名

鈴木嘉吉

|小背康男

中川良和

石塚幸男

西、健三

美濃越進

桑原隆佳

岡田博先

港悦子

大西和子

福本良子’

新富恵子

巽月子

本中立代

中川かよ子

中垣睦美

群上裕子

石川千恵子

松岡進

津田富士夫

小野祐治

渡辺康史

阪本男

樫井雅樹

新湯淳史

林正一郎

宍戸雅子

河付京子

森本はぎ子

小林雅文

松本正典

飯田信男

小坂由紀子

細井雅子

阪本男

小間秀彦

永井和代

米田淳子

細見啓寅

山岸常人

浅川滋男｜

烏、敏男

小野他吉

田中淡

綾村宏

小池伸彦

森公章

花谷浩

橋本義則

松井。f ; 彊

堀池群峰

岩本次 R u

官職

文部技官所長

文部事務官部長

文部事務官課長

文部事務官課艇補佐

文部事務官媒門職且

文部那務官庶務係長

文部事務官

文部事務官警務貝

事務補佐貝

事務補佐貝

' 事務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

那務補佐貝

躯務補佐貝

事務補佐貝

研究補佐典

文部事務官課蜂

文部事務官課長補佐

文部事務官課長補佐

文部技官聯門職貝

文部技官専門職貝

文部事務官専門職貝

文部蔀務官経理係腿

文部事務官経理主任

事務補佐貝

ﾘ 務補佐貝

事務補佐貝

文部聯務官用度係艮

文部事務官

文部技官

聯務補佐貝

聯務補佐貝

文部技官施設係長( 兼任）

文部技官

事務袖佐貝

聯務補佐口

文部技官室腿

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

調在貝（非常勤）

艮

( 併 任）

( 併任）

( 併任）

( 併任）

( 非常勤）

文部技官室

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

澗究貝（非

調充貝（非

'脇

良

１

１

１

１

１

１

ｊ

任

任

任

任

任

勤

肋

担当

平城４F 務

庶務人事

響備

庶務

庶務

庶務

庶務

庶務

図番資料

I l Xl 響資料

図嘗資料

図詳賓料

公開

整備管理

施設

藤原１; 勝

経理

経理

経理

用度

自動卓迎極

用度

用度

施股

施股

施投

建築

建築

処築

辿築

遺跡庭嗣

建築

歴史

考古

歴史

考古

歴史

考ＩＩｆ

歴史

歴史



ン

財

蔵

－８８－

所属 氏名 官職 担当

一

獅

諦

涛

紗

瀞

齢

縛

紗

準

一

測

撒

研

究

室

一

獅

抄

潅

一

研

究

指

導

部

研

究

室

考

古

計

画

研

究

室

災

落

遺

跡

研

究

室

発

掘

技

術

研

究

室

辿

物

処

理

測

斌

研

究

室

研

究

室

保

存

工

学

教

務

室

怖

報

盗

科

室

田中琢

臼井国明

新井仲－

岩永恵子

牛嶋茂

佐原典

松沢亜生

山中敏史

工楽稗通

上原興人

西村服

松井索

沢田正昭

村上隆

木全敬蔵

光谷拓突

松井章

佐原真

内田昭人

1 1 1 中敏史

光谷拓突

上原真人

内田昭人

松井章

伊東太作

杉田繁治

泉拓良

文部技官センター長

文部事務官室長

文部耶務官

事務補佐貝

文部技官（併任）

文部技官部長

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官室畏( ﾘ 筋” ）

文部技官（併任）

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官室長

調在員（非常勤）

調張貝（非常勤）

郡務

事務

写真

考古

考古

考古

老古

考古

考古

保存科学

保存科学

測鼓

遺跡庭剛

考古

建築

考古

遺跡庭園

考古

建築

考古

測赦

埋文怖報

埋文悩報

所属

一

巡

櫛

調

在

室

一

史

料

洲

在

室

－
１

飛

蝿

藤

原

宮

跡

発

棚

調

炎

部

遺

撒

調

在

室

史

料

潤

在

飛

鳥

盗

料

嗣

翻

圏

庶

務

室

学

芸

至

氏名

山本忠尚

山岸常人

川越俊一

安田龍太郎

立木修

橋本義則

安田肺太郎

西口寿生

肥塚隆保

山岸常人

立木修

深潔芳樹

橋本義則

岩永省三

樫井雅樹

吉岡佐和子

稲垣緋正

平山虹利

宮川伴子

相原嘉之

佐伯抑光

村田裕一

伊藤武

鈴木粥吉

柿本治

中西辻夫

乾券雄

藤本油

福井敏子

猪熊兼勝

岩本圭輔

千田剛道

大谷照子

藤沢一夫

官 職

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官室農

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部事務官誰務総括( 併任）

事務補佐貝

技能補佐瓜

技能補佐貝

研究補佐貝

研究補佐貝

研究補佐貝

研究補佐貝

研究補佐貝

文部技官館長にｌｉ務取扱）

文部事務官室陵

文部事務官庶務主任

技能補佐貝

警務補佐貝

業務補佐貝

文部技官室畏

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

事務補佐貝

調在貝（非柑勤）

当

考古

述築

老古

老古

老古

歴史

考古

考古

保存科学

雌築

考古

考古

歴史

考古

聯務

邪務

自動単迎娠

保守

満料整理

考古

老古

老古

老古

保守

瀞術

庁務

考古

考古

老古

事務

考古



平

城

宮

跡

発

掘

調

盗

弼

飛

幽

姉

資

料

孫l畷Ⅱ係! |畷

癖

上

率

鴬

晶

暴

鵜

調

蕊

瀧

Ｔ

ｕ

鰭

蝿

窪

一

旦

鋤

噸

鋤

蝿

鋤

一

上

：

舗

一

鯛

謹

鍾

一

上

簡

潔

藤

宮

跡

発

掘

調

壷

祁

Ｔ

ｕ

峰

噸

許

蝿

塞

１

面

糾

綱

篭

皇

上

総

：

”

四

‐

黒

茎

一

一

一

教

務

噴

Ｔ

上

教

務

係

一

_Ｌ

浬

顛

災

化

財

セ

ン

タ

ー

上

磐

古

醤

鯛

豊

一

上

苓

宵

舗

一

雨

逓

霊

一

繍

雛

雛

甲

以

蕊

蕊

一

上

剥

騒

騒

圏

上

嘱

工

驚

警

一

一

上

棚

撚

霊

繍

竺

飛

脚

譲

噸

宮

跡

発

掘

調

壷

認

一

遮

途

物

研

究

室

一

一

腰

史

研

究

室

一

Ｔ

ｍ

研

究

揃

導

部


